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電子出版講習会

PitStopPitStopを使用した修正方法を使用した修正方法

片桐　広明片桐　広明

•修正作業の流れ
•PitStopとは？
•実演

論文修正の流れ

!!ハードコピーを見てレイアウト、テキスハードコピーを見てレイアウト、テキス
トスタイルを確認トスタイルを確認

!! Acrobat Acrobat ででPDFPDFファイルを開きフォントファイルを開きフォント
情報を確認情報を確認

!!ここまででエラーが無ければ、そのまここまででエラーが無ければ、そのま
ま最終処理へま最終処理へ
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エラーがある場合

!! エラーの種類により修正方法を決めるエラーの種類により修正方法を決めるエラーの種類により修正方法を決めるエラーの種類により修正方法を決めるエラーの種類により修正方法を決めるエラーの種類により修正方法を決めるエラーの種類により修正方法を決めるエラーの種類により修正方法を決める

!! レイアウトのエラーレイアウトのエラー

"" ソースファイルに戻って修正ソースファイルに戻って修正

!! PSPSファイルエラーファイルエラー

"" PSPSファイル編集又は作り直し、ファイル編集又は作り直し、TailorTailorで修正で修正

!! フォントエラーフォントエラー

"" PitStopPitStopで修正で修正

最も効率の良い方法を見極めるのが重要最も効率の良い方法を見極めるのが重要最も効率の良い方法を見極めるのが重要最も効率の良い方法を見極めるのが重要

PitStopとは？

!! AdobeAdobe AcrobatAcrobat用のプラグイン用のプラグイン

""製品版の製品版の Acrobat Acrobat が必要が必要

""ワープロ感覚でワープロ感覚でPDFPDFファイルを編集ファイルを編集
することが可能することが可能

!! Windows Windows 版と版と Macintosh Macintosh 版版

!!実演は実演は Windows Windows 英語版英語版
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PitStopのメリット

!!フォントの検索が比較的容易フォントの検索が比較的容易

!! AcrobatAcrobat上で編集できるので、修正上で編集できるので、修正
が終わったら直ぐに最終処理に入るが終わったら直ぐに最終処理に入る
ことができ、効率が良いことができ、効率が良い

ここから実演しながら説明します
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Acrobat + PitStop
!! フォント修正には以下のツール、メニューを使用フォント修正には以下のツール、メニューを使用

追加されたツール追加されたツール追加されたツール追加されたツール
•選択ツール
•移動ツール
•文字入力ツール

追加されたメニュー追加されたメニュー追加されたメニュー追加されたメニュー
•Inspector

•Global Change

まず、Inspector
を起動する

レイアウトの確認

!!全体的に見て、レイアウトやテキスト全体的に見て、レイアウトやテキスト
スタイルがおかしくないか確認するスタイルがおかしくないか確認する

!!例題では、例題では、 Section HeadingSection Heading 行の行のスタスタ
イルがイルが““TimesTimes--BoldBold””になってい部分になってい部分
があるがある

""このようなミスは、このようなミスは、Acrobat / Acrobat / 
PitStopPitStop では検出できないでは検出できない
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フォント情報の確認

!! [File] > [Document Info] > [Fonts][File] > [Document Info] > [Fonts]

HelveticaHelveticaHelveticaHelvetica、、、、Symbol(TrueType)Symbol(TrueType)Symbol(TrueType)Symbol(TrueType)がががが使用されている使用されている使用されている使用されている

エラーフォントの検索

!!ページの絞り込みページの絞り込み

""１ページ毎に１ページ毎に[[Font Info]Font Info]を確認を確認

""又は、１ページ毎に又は、１ページ毎に[[Font Picker]Font Picker]でで
確認確認

!!ここまでは簡単ここまでは簡単
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エラーフォントの検索

!! [Inspector] [Inspector] からから [[Font Picker] Font Picker] を起動を起動

２ページ目
を表示中

このページにエラーフォ
ントがあることが解る

エラーフォントの検索

!! ページ中の何処にあるか？ページ中の何処にあるか？

""図、数式にありがち図、数式にありがち

!! 選択ツールで範囲を絞り込み、選択ツールで範囲を絞り込み、[[Inspector] Inspector] 

で確認で確認

""段落→行→１文字の順段落→行→１文字の順
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PitStop による修正

フォント検索結果

!! ２ページ目に２ページ目に ““Symbol (TrueType)Symbol (TrueType)””ありあり

""数式の中の数式の中の““ΣΣ””
!! ２ページ目に２ページ目に ““HelveticaHelvetica”” ありあり

""グラフ中の文字全体グラフ中の文字全体

次のように修正

!! 見出しを見出しを ““TimesTimes--BoldBold”””””””” に変更に変更

!! ““HelveticaHelvetica”” をを ““TimesTimes”” に変更に変更

!! ““Symbol(TrueTypeSymbol(TrueType））”” をを SymbolSymbol（（Type1)Type1)””
に変更に変更
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見出しを Times-Bold に変更
!! 文字編集ツールを段落モード　文字編集ツールを段落モード　 にし、見出にし、見出
しの行全体を選択しの行全体を選択

!! [Inspector] [Inspector] からから [[Font Picker] Font Picker] を開き、を開き、
““TimesTimes--BoldBold”” を選択して、を選択して、 [[OK]OK]

文章揃え

!! 文字間隔が自動的に調整され右よりになる文字間隔が自動的に調整され右よりになる

!! 段落の幅を、本文の幅に合わせる段落の幅を、本文の幅に合わせる

!! [Inspector][Inspector]で中央揃えに設定で中央揃えに設定
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Helvetica を Times に変更

!! ここではここでは [[Global Change] Global Change] を使用して、一を使用して、一
括変換する括変換する

Pickerでフォントを指定

　　[From] : Helvetica

　　[To] : Times-Roman

Global Change の使用法

!! 変換の対象となる範囲を指定する変換の対象となる範囲を指定する

!! 選択範囲のみ、現在のページ、書類全体選択範囲のみ、現在のページ、書類全体
など指定が可能など指定が可能

!! ここではここでは 選択ツールで選択した範囲内の選択ツールで選択した範囲内の
み変換するみ変換する

!! [[Apply] Apply] で実行で実行
範囲選択
メニュー
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フォントの検索結果

Symbol (TrueType → Type1)

!! Symbol (TrueType) Symbol (TrueType) とと Symbol (Type1) Symbol (Type1) は、は、
文字コードが違うため、文字コードが違うため、[[Font Piker] Font Piker] で変で変
換すると文字化けする換すると文字化けする

!! ここではここではSymbol (Type1) Symbol (Type1) を新規テキストとを新規テキストと
して入力するして入力する
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新規テキストの入力

!! 文字入力ツール　文字入力ツール　 を使用するを使用する

!! 適当な場所でクリックし、適当な場所でクリックし、““SS””を入力を入力

!! [Font Picker] [Font Picker] で、で、Symbol (Type1) Symbol (Type1) を選びを選び
““ΣΣ””に変換に変換

!! [Inspector] [Inspector] ででサイズを調整サイズを調整

テキストの移動

!! TrueType TrueType のの““ΣΣ””を削除し、新しいを削除し、新しい““ΣΣ””を移を移
動する動する

!! テキスト選択後、移動ツール　テキスト選択後、移動ツール　 を使用を使用

!! マウス操作で大きく移動マウス操作で大きく移動、、カーソルキーでカーソルキーで
微調整微調整
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フォント情報の確認（修正後）

!! 修正が完了したら、一旦セーブしてフォント修正が完了したら、一旦セーブしてフォント
情報を再確認する情報を再確認する

まとめ（修正作業の感想）

!! チームワークが重要チームワークが重要

""各自、得意分野を担当する各自、得意分野を担当する

!! 行き詰まったら・・・行き詰まったら・・・

""気分転換する気分転換する

""他の論文を先に見る他の論文を先に見る

!! 習うより慣れろ習うより慣れろ


